
No.34 平成 21 年
2009

12 月４日、『上り浜橋』が開通。
まこと保育園の鼓笛隊を先頭にパレード



　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
方
に
は
長
島
町
行
政
推

進
に
対
し
、
深
い
ご
理
解
と
ご
支

援
を
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

平
成
20
年
は
新
生
「
長
島
町
」

３
年
目
で
、
合
併
後
の
旧
両
町
間

の
融
和
と
地
域
お
よ
び
制
度
の
格

差
是
正
、
さ
ら
に
は
ま
ち
づ
く
り

施
策
に
懸
命
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

　

特
に
生
活
体
系
の
基
本
で
あ
り

ま
す
道
路
整
備
は
本
町
の
重
要
な

課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
９
月
に

「
県
道
長
島
宮
之
浦
港
線(

平
尾

地
区)

整
備
」
の
早
期
実
現
に
向

け
た
現
地
調
査
お
よ
び
意
見
交
換

会
を
実
施
し
ま
し
た
。
現
地
視
察

で
は
県
議
会
議
員
、
県
関
係
者
、

地
元
関
係
者
の
皆
さ
ま
と
、
児

童
・
生
徒
の
登
校
の
様
子
や
交
差

点
、
道
路
の
混
雑
具
合
、
離
合
の

危
険
性
な
ど
の
確
認
を
行
い
、
意

見
交
換
を
通
じ
て
地
域
住
民
、
議

会
の
皆
さ
ま
の
協
力
を
得
て
、
事

業
の
見
通
し
が
つ
く
ま
で
、
行
動

と
お
願
い
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
産
業
道
路
と
し
て
整
備

す
る
平
尾
の
萩
之
牟
礼
茅
屋
線
お

よ
び
旧
両
町
間
の
基
幹
道
路
の
山

門
野
汐
見
線
は
、
平
成
20
年
度
か

ら
５
カ
年
計
画
で
整
備
を
進
め
、

完
成
の
暁
に
は
産
業
道
路
・
生
活

道
路
と
し
て
計
り
知
れ
な
い
役
割

を
果
た
す
も
の
と
考
え
ま
す
。

 　

去
る
12
月
４
日
に
は
待
望
の

「
上
り
浜
橋
」
開
通
式
が
行
わ
れ
、

未
来
に
繋
が
る
架
け
橋
が
完
成
し

ま
し
た
。
道
路
は
生
活
体
系
の
基

本
で
あ
り
、
物
流
や
観
光
の
面
で

も
活
性
化
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
道
路
整
備
に
町
づ
く
り
の
夢

を
描
き
、
整
備
促
進
を
さ
ら
に
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

長
島
の
玄
関
口
で
あ
る
火
ノ
浦

地
区
に
「
黒
之
瀬
戸
大
橋
公
園
」

整
備
を
進
め
、
現
在
、
敷
地
造
成

中
で
あ
り
ま
す
。
平
成
22
年
春
に

長
島
物
産
館
（
仮
称
）
の
完
成
を

目
指
し
、
完
成
後
は
、
県
の
ブ
ラ

ン
ド
で
あ
り
ま
す
赤
土
バ
レ
イ
シ

ョ
や
ブ
リ
を
は
じ
め
、
本
町
の
新

鮮
な
農
水
産
物
販
売
の
拠
点
施
設

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
19
年
４
月
に
は
「
長
島
ふ

る
さ
と
景
観
条
例
」
を
施
行
し
、

ふ
る
さ
と
の
豊
か
な
海
、
山
の
美

し
い
自
然
や
歴
史
的
文
化
遺
産
を

生
か
し
な
が
ら
、
町
民
一
丸
と
な

っ
て
「
花
と
石
積
み
の
町
」
を
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
長
島
を
一
周

す
る
国
道
・
県
道
沿
い
を
花
と
石

積
み
で
つ
な
ぐ
「
ぐ
る
っ
と
一
周

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
事
業
」
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
23
年

春
に
全
線
開
通
す
る
九
州
新
幹
線

を
利
用
す
る
都
市
部
か
ら
の
観
光

客
に
対
し
て
も
、
景
観
づ
く
り
事

業
を
通
じ
て
ふ
る
さ
と
長
島
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
交
流
人
口
の
増
加
を

目
指
し
ま
す
。

 

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
創
設
に

伴
い
ま
し
て
、
ふ
る
さ
と
を
大
切

に
し
た
い
と
い
う
皆
さ
ま
か
ら
、

既
に
90
件
余
り
の
寄
附
を
い
た
だ

き
、
皆
さ
ま
の
善
意
を
ふ
る
さ
と

長
島
の
た
め
に
有
効
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

９
月
に
は
生
活
す
る
中
で
欠
か

せ
な
い
消
防
、
救
急
体
制
の
再
編

が
行
わ
れ
、
最
も
有
効
的
な
管
轄

区
域
の
設
定
や
消
防
無
線
通
話
不

能
地
区
、
不
良
地
区
の
解
消
を
図

っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
回
の
再
編

整
備
で
安
心
・
安
全
な
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

11
月
に
は
「
長
島
お
さ
か
な
祭

り
」
を
開
催
し
、
県
内
外
か
ら

１
万
４
０
０
０
人
を
超
え
る
参
加

者
を
迎
え
て
盛
大
に
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は

水
産
庁
所
管
で
、
多
く
の
自
治
体

が
応
募
し
、
全
国
で
７
自
治
体
が

採
用
さ
れ
た
も
の
で
、
多
く
の
皆

さ
ま
に
十
分
堪
能
し
て
い
た
だ
け

た
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
平
成
21
年
の
年
頭
に
あ

た
り
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
踏
ま

え
、
長
島
町
総
合
振
興
計
画(

フ

ル
・
デ
ュ
ー
・
プ
ラ
ン)

の
基
本

方
針
で
あ
り
ま
す
「
夢
と
希
望
に

満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
」、「
快
適
で

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」、「
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
」、「
健
康
で
生

き
が
い
の
も
て
る
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
」、「
地
域
の
特
性
を
生
か
し

た
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
」、

「
自
主
性
、
自
立
性
が
高
く
町
民

が
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
６
項

目
の
推
進
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
の
充
実

し
た
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
福
祉
事

務
所
を
拠
点
に
、
迅
速
丁
寧
で
き

め
細
や
か
な
対
応
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
隔
年
開
催
の
「
長
島

造
形
美
術
展
」
開
催
年
に
当
た
り

ま
す
の
で
、
住
民
の
理
解
を
得
な

が
ら
、
融
和
が
さ
ら
に
図
ら
れ
る

こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　

長
島
町
総
合
振
興
計
画
推
進
の

た
め
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の
力
を

結
集
し
た
取
り
組
み
を
誓
い
、
皆

さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
か

ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

策
の
確
立
、
立
ち
遅
れ
て
い
る
生

活
基
盤
の
整
備
等
多
く
の
課
題
に

対
処
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

町
議
会
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の

課
題
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、

町
民
の
最
も
身
近
な
行
政
主
体
と

し
て
、
よ
り
豊
か
な
住
み
よ
い
町

づ
く
り
を
目
指
し
て
今
後
さ
ら
に

創
意
工
夫
を
重
ね
、
長
期
展
望
に

立
っ
て
財
政
基
盤
の
強
化
に
努
め

町
民
生
活
重
視
の
立
場
か
ら
積
極

的
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

活
発
な
政
務
活
動
の
展
開
を
は

じ
め
、
議
会
の
活
性
化
に
向
け
た

調
査
・
研
究
、
各
種
研
修
事
業
の

拡
充
、
資
料
・
情
報
提
供
等
の
諸

事
業
を
推
進
し
、
よ
り
機
能
を
強

化
し
た
存
在
感
の
あ
る
議
会
と
な

る
よ
う
全
力
で
取
り
組
み
な
が

ら
、
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

林
水
産
業
の
振
興
は
も
と
よ
り
、

商
業
も
含
め
て
足
腰
の
強
い
町
づ

く
り
を
町
民
と
一
緒
に
な
っ
て
努

力
す
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
議
会
は
、
今
後
も
地
域
住
民

の
代
表
と
し
て
皆
さ
ま
方
と
一
丸

と
な
り
、
町
政
発
展
に
尽
力
し
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
輝
か
し
い
新
春
を
皆
さ

ま
と
と
も
に
迎
え
ら
れ
ま
す
こ
と

を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。
平
成
21
年
の
念
頭
に
あ
た
り

謹
ん
で
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
素
か

ら
町
議
会
の
会
務
運
営
に
対
し
格

段
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
地
方
分
権
の
推
進
に
伴

い
町
村
を
取
り
巻
く
環
境
は
益
々

厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
が
、

新
た
な
役
割
の
増
大
に
対
応
す
る

た
め
に
は
、
地
方
税
源
の
拡
充
と

地
方
交
付
税
の
安
定
的
確
保
が
前

提
で
あ
り
ま
す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
現
在
の
社
会

情
勢
は
、
長
引
く
景
気
低
迷
等
に

よ
り
、
国
・
地
方
を
通
じ
て
の
厳

し
い
財
政
状
況
は
今
後
も
予
想
さ

れ
、
高
齢
化
に
見
合
っ
た
福
祉
対

毎
床
か
ら
出
水
市
方
面
を
望
む
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【企画財政課】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　（単位：千円）

○獅子島離島航路への補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15,364 

【水産商工課】

○葛輪漁港の県営事業負担金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・19,920

○薄井漁港の県営事業負担金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・26,560

○幣串漁港の県営事業負担金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,430

○アワビ放流追跡調査（指江地区）・藻場育成試験（長島西海岸）など・・・1,300

○薄井漁港に製氷施設を整備（農林水産物集出荷貯蔵施設の補助金）・・・・・・・11,730

【事業推進課】

○長島うずしおパークの県営事業負担金・・・・・・・・・・・・・・・12,000

【農林課】

○林道白瀬線の開設・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2,120

【耕地課】

○海岸保全施設整備（高潮）事業（樫谷地区）の県営事業負担金・・・・・・2,490

○中山間地域総合農地防災事業（浦底地区）の県営事業負担金・・・・・・・・2,100

○中山間地域総合農地防災事業（平尾地区）の県営事業負担金・・・・・・・・2,100

○中山間地域総合整備事業（東南部地区）の県営事業負担金・・・・・・44,688

○農業集落道改良（山中地区）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11,542

○農業集落道改良（迫之前地区）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6,917

○農道舗装事業（片側・温崎地区）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5,030

○農地災害復旧（志釜川・虎山地区）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2,060

【建設課】

○馬込地区の急傾斜地解消・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8,500

【教育総務課】

○鷹巣・汐見・平尾・本浦小学校校舎の耐震診断・・・・・・・・・・・・・・8,286

○平尾中学校屋内運動場の耐震診断・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,058

主　な　事　業  

　

平
成
20
年
第
４
回
長
島
町
議
会

定
例
会
が
12
月
12
日
か
ら
22
日
ま

で
開
か
れ
ま
し
た
。
平
成
20
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
や
浜
漉
港
改

修
請
負
契
約
の
変
更
、
町
議
会
議

員
定
数
を
現
在
の
合
併
特
例
20
か

ら
、
４
減
の
16
と
す
る
条
例
制
定

な
ど
21
議
案
を
可
決
。
人
権
擁
護

委
員
を
平
成
21
年
３
月
末
で
任
期

満
了
と
な
る
浦
底
の
浦
底
和
男
氏

（
63
）
を
引
き
続
き
同
委
員
に
推

薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

　

平
成
20
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
は
、
１
億
５
８
７
７
万
６
０
０

０
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
90
億
１
０
６

１
万
１
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

　

追
加
予
算
の
歳
入
財
源
の
主
な

も
の
は
、
町
債
１
億
２
３
０
万
円

で
す
。

　

今
回
補
正
さ
れ
た
歳
出
の
主
な

も
の
は
、
離
島
航
路
３
航
路
の
赤

字
補
て
ん
補
助
金
１
５
３
６
万
４

０
０
０
円
や
薄
井
地
区
農
林
水
産

物
集
出
荷
貯
蔵
施
設
補
助
金
１
１

７
３
万
円
な
ど
で
す
。

　

今
回
追
加
さ
れ
た
予
算
の
主
な

事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

民生費
20億0724万2千円

22.3％

公債費
15億7141万5千円

17.4％

土木費
13億9013万4千円

15.4％

総務費

10億9814万2千円
12.2％

農林水産業費

10億6524万6千円
11.8％

教育費
7億6513万2千円

8.5％

その他
6億4177万6千円

7.1％

町税
6億9258万9千円

7.7％

地方交付税
42億5664万5千円

47.2％

町債
14億6610万円
16.3％

国庫支出金
8億9356万1千円
9.9％

県支出金
7億8657万7千円
8.7％

繰入金
3億7458万円

4.2％

分担金及び負担金
1億7598万8千円

2.0％

その他
1億5702万9千円

1.7％

その他
2億0754万2千円

2.3％

依存財源
76億1042万5千円

84.5％

自主財源
14億0018万6千円

15.5％

歳
出
総
額　

90
億
１
０
６
１
万
１
千
円

歳
入
総
額　

90
億
１
０
６
１
万
１
千
円

獅子島３航路の赤字補てんなどに
1 億 5877 万 6 千円を追加

一般会計予算の総額は 90 億 1061 万 1 千円

衛生費
4億7152万4千円 5.2％

小・中学校の校舎などを耐震診断（写真：鷹巣小）
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義務的経費が 46.9％
　 歳 出 で は、 義 務 的 経 費 が 46.9％ を 占 め て

い ま す。 義 務 的 経 費 と は、 町 で 働 く 職 員 の

人 件 費 や 国 な ど か ら の 借 金 返 済 額 を 表 す 公

債 費、 児 童 や 高 齢 者 な ど を 支 援 す る た め の

扶助費などのことです。

行
政
用
語
の
解
説
２

■
歳
入

会
計
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治
体
等
の
収
入

■
歳
出

会
計
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治
体
等
の
支
出

■
地
方
交
付
税

国
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
を
一
定
の

基
準
に
よ
り
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
税

■
町
税

町
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど
町
民
の
皆
さ

ん
が
納
め
る
税
金

■
繰
越
金

前
年
度
か
ら
本
年
度
へ
持
ち
越
し
た
お
金

■
繰
入
金

町
の
基
金
な
ど
か
ら
繰
り
入
れ
た
お
金

■
国
庫
・
県
支
出
金

各
種
事
業
に
対
す
る
国
・
県
か
ら
交
付
さ

れ
る
負
担
金
・
補
助
金
等

■
町
債

町
が
借
り
入
れ
た
お
金

■
総
務
費

全
般
的
な
管
理
事
務
、
企
画
調
整
事
務
、

財
政
事
務
、
選
挙
事
務
な
ど
の
経
費

■
民
生
費

社
会
福
祉
、
身
体
障
害
者
、
老
人
福
祉
、

児
童
福
祉
な
ど
の
経
費

■
衛
生
費

保
健
事
業
、
感
染
症
予
防
、
廃
棄
物
処
理

な
ど
の
経
費

■
農
林
水
産
業
費

農
・
林
・
漁
業
振
興
対
策
の
経
費

■
土
木
費

道
路
、
橋
り
ょ
う
、
河
川
、
港
湾
、
公
営

住
宅
な
ど
の
経
費

■
消
防
費

消
火
、
防
災
防
除
、
災
害
時
被
害
軽
減
な

ど
の
経
費

■
教
育
費

教
育
委
員
会
、
小
・
中
学
校
、
社
会
教
育

な
ど
の
経
費

■
公
債
費

事
業
を
行
う
た
め
な
ど
に
借
り
入
れ
た
お

金
の
償
還
金

普
通
会
計
決
算
の
概
要

　

平
成
19
年
度
は
、
市
町
村
合
併

２
年
目
に
あ
た
り
、
大
変
厳
し
い

財
政
環
境
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
長
島
町
総
合
振
興
計
画
や
各

種
振
興
計
画
に
基
づ
き
、
地
域
福

祉
の
充
実
、
住
民
に
身
近
な
社
会

資
本
等
の
整
備
や
自
主
的
、
主
体

的
な
地
域
づ
く
り
な
ど
を
積
極
的

に
実
施
し
ま
し
た
。

　

決
算
収
支
の
状
況
は
、
歳
入
総

額
92
億
５
６
９
９
万
円
、
歳
出
総

額
90
億
１
４
０
３
万
円
、
歳
入
歳

出
差
引
は
２
億
４
２
９
６
万
円

で
、
単
年
度
収
支
は
マ
イ
ナ
ス
７

２
６
１
万
５
０
０
０
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

歳
出
で
は
、
町
道
整
備
７
億
２

４
５
５
万
円
、
港
湾
整
備
４
億
５

１
６
９
万
円
、
農
業
農
村
整
備
２

億
８
２
５
５
万
円
、
漁
港
整
備
１

億
９
４
１
７
万
円
、
災
害
復
旧
１

億
１
６
４
６
万
円
な
ど
投
資
的
経

費
に
23
億
８
３
９
万
円
を
投
資
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
の
報
告
を
通
じ
、
町

財
政
の
実
情
に
つ
い
て
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、
今
後
の
町
政
運
営
に

よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　町民の皆さんが納める税金や国・県からの補助金は、私たちの生活をよりよくする
ためにいろいろな形で使われています。
　これらがどれくらい納められ、どのように使われているかを知っていただくために、
平成 19 年度の決算を報告します。歳出は、目的別と性質別に分けてお知らせします。

平成 19 年度決算報告

自主財源は 16.3％
　 歳 入 で は、 町 税 や 分 担 金 及 び 負 担 金 な ど

の 自 主 財 源 が 15 億 1030 万 6 千 円、 地 方 交

付 税 や 町 債 な ど の 依 存 財 源 が 77 億 4668 万

1 千 円 で す。 町 の 財 源 に は、 町 税 な ど の 自

分 た ち で 収 入 を 得 る「自 主 財 源」 と、 地 方

交 付 税 な ど の よ う に 国 や 県 な ど か ら 交 付 さ

れ る「依 存 財 源」 の ２ 種 類 が あ り ま す。 自

主 財 源 が 多 い ほ ど、 自 主 性 が 高 い ま ち づ く

り が で き ま す。 本 町 の 財 源 に 占 め る 自 主 財

源の割合は 16.3％でした。

92 億 5698 万 7 千円

90 億 1402 万円 8 千円

２
億
４
２
９
５
万
９
千
円

行
政
用
語
の
解
説
１

■
実
質
収
支

歳
入
歳
出
差
引
額
か
ら
翌
年
度
へ
繰

り
越
す
べ
き
財
源
を
控
除
し
た
決
算

額■
投
資
的
経
費

投
資
的
経
費
は
、
生
産
的
経
費
と
も

い
わ
れ
、
こ
れ
に
分
類
で
き
る
性
質

別
経
費
と
し
て
は
、
普
通
建
設
事
業

費
、
災
害
復
旧
事
業
費
、
失
業
対
策

事
業
費
が
あ
げ
ら
れ
る

自 主 財 源

　
　

　
　

　
　

　

　

源　　　財　
　

　
存

　
　

　
依 歳入

92 億
5698 万
7 千円

町税
7億7807万8千円

8.4％

繰越金
3億2573万2千円

3.5％

分担金及び負担金
1億8119万3千円

2.0％

その他
2億2530万3千円

2.4％

地方交付税
42億9389万3千円

46.4％

町債
14億6770万円

15.9％

国庫支出金
9億970万8千円

9.8％

県支出金
8億5555万4千円

9.2％

その他
2億1982万6千円

2.4％

　 義

　
務

　
的

　
経

　
費

　
　　　費経的

資

投　
　

　
そ

の
他

経
費

歳出
（性質別）

90 億
1402 万
8 千円

人件費
16億0019万円

17.8％

公債費
15億6595万円

17.4％

扶助費
10億6047万円

11.8％

投資的経費
23億0838万7千円

25.6％

物件費
8億7191万5千円

9.7％

繰出金
6億6759万1千円

7.4％

補助費等
6億5030万9千円

7.2％

積立金
2億4250万5千円

2.7％

その他
4671万1千円

0.5％

歳出
（目的別）

90 億
1402 万
8 千円

民生費
18億8757万円

20.9％

公債費
15億6595万千円

17.4％

土木費
14億2744万円

15.8％

総務費
12億650万円

13.4％

農林水産業費
11億8153万2千円

13.1％

教育費
7億2005万6千円

8.0％

衛生費
4億2855万3千円

4.8％

消防費
2億7513万7千円

3.1％

災害復旧費
1億1645万5千円

1.3％

議会費
1億1352万9千円

1.3％

商工費
9130万6千円

1.0％

ながしま 6広報Town_Nagashima  Public  Relations7



町立図書館おすすめＢＯＯＫ

町立鷹巣図書館 / 電話 0996(86)1111

図書館に置いてある最新本の中から
おすすめのものをピックアップ。
バラエティーに富んだ
新刊を紹介します。

町立指江図書館 / 電話 0996(88)6500

寒
風
や
拍
子
木
に
切
る
こ
っ
ぱ
い
も　
　
　

二
階
堂
妙
子

洗
い
置
く
根
物
葉
物
も
年
用
意　
　
　
　
　

迫
口　

君
代

寒
椿
篤
姫
凛
と
紅
を
引
く　
　
　
　
　
　
　

筑
前　

初
市

歩
く
こ
と
覚
え
し
孫
や
ク
リ
ス
マ
ス　
　
　

山
嵜
加
代
子

冬
満
月
足
取
り
軽
く
万
歩
計　
　
　
　
　
　

大
堂　

早
苗

竹
林
に
籠
り
て
咲
き
し
寒
椿　
　
　
　
　
　

関　

佳
代
美

咲
き
満
ち
る
山
茶
花
に
来
て
花
散
ら
す
番

つ
が
ひ
の
目
白
の
囀

さ
え
ず
り

を
聞
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

秋
更
け
し
宿
の
足
湯
に
娘
と
並
ぶ
霧
島
山
麓
湯
の
香
流
れ

て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

御
仏
の
絆
も
と
め
て
行
く
我
に
富
士
の
霊
峰
機
窓
よ
り
見

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

ヒ
ロ

岸
近
き
巾
着
船
の
漁
火
に
部
屋
の
明
る
し
眩

ま
ば
ゆ

き
ま
で
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

幸
子

西
日
射
す
部
屋
に
貼
り
た
る
世
界
地
図
夕
映
え
の
な
か
ひ

と
時
眺
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田
キ
ク
エ

夫
の
忌
に
切
り
て
供
へ
ん
水
仙
の
白
き
蕾
が
膨
ら
み
て
を

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

木
枯
し
に
銀い

ち
ょ
う杏
の
裸
木
震
え
ゐ
て
残
り
葉
一
枚
我
が
肩
に

散
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

映
子

岬
山
め
ぐ
る
辺
り
に
白
波
が
砕
け
散
る
と
き
寒
風
し
み
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

堤
防
の
灯
に
映
り
つ
つ
帰
り
来
る
フ
ェ
リ
ー
し
ず
し
ず
島

の
港
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

法
要
に
集
ひ
し
同は

ら
か
ら胞

み
な
老
ひ
て
身
の
痛
み
告
げ
終ひ

ね
も
す日

終

は
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

落
し
た
る
玉
子
が
床
に
崩
れ
け
り
や
っ
と
自
由
を
得
た
る

如
く
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
之
内
重
信

来
て
今
日
は
椎
茸
の
駒
共
に
打
つ
娘
夫
婦
と
そ
の
父ち
ち
は
は母

と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
元　
　

司

帰
ら
む
と
す
る
を
待
た
せ
て
大
根
と
新
米
少
し
さ
げ
て
出

で
来
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
原
百
合
子

鶏
小
屋
の
餌
取
り
お
り
し
寒
す
ず
め
巧
み
に
金
網
く
ぐ
り

て
逃
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村　

益
信

間
違
え
し
分
だ
け
廻
り
道
と
な
り
廻
り
道
に
も
草
の
花
咲

く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
塚　

洋
子

「
良
い
所
に
お
住
ま
い
で
す
ね
」
街
人
の
来
た
り
て
言
え

り
口
の
先
に
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

正
信

寒
に
入
り
玉
と
巻
き
た
る
白
菜
の
根
元
ザ
ク
ッ
と
鎌
の
刃

が
斬
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

義
彦

俳
句

「
城
ケ
島
」

白
秋
の
碑
は
帆
の
形
冬
鷗　
　
　
　
　
　
　

川
添　

行
秋

天
草
や
天て

ん
く
う
か
い
か
つ

空
海
濶
初
鴉　
　
　
　
　
　
　
　

笹
元　

政
美

寒
の
鰤
割
く
や
俎

ま
な
い
たは
み
出
す
尾
　
　
　
　
　
桐
野
　
眞
実

短
歌

あ
と
五
年
生
き
ま
せ
う
よ
と
言
ひ
乍
ら
妻
沸
か
し
飲
む
中

將
湯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶯
出　

成
人

軽
鴨
は
川
西
に
燃
ゆ
る
夕
焼
け
を
天
使
の
如
く
さ
か
の
ぼ

り
行
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

パ
ッ
と
ブ
ッ
ク  

算
数
で
脳
ト
レ
！

加
賀
城 

匤
貴  

著

　

身
近
な
も
の
を
テ
ー
マ
に
し
た
問
題
で
、
友

達
と
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
、
新
感
覚

の
脳
ト
レ
本
で
す
。
４
教
科
あ
り
ま
す
。

く
ま
と
や
ま
ね
こ

湯
本 

香
樹
実  

著

　

ひ
と
つ
の
命
の
終
わ
り
は
、
大
き
な
悲
し
み

を
生
み
ま
す
。
大
切
な
人
と
の
別
れ
は
、
誰
に

と
っ
て
も
悲
し
い
も
の
。
で
も
、
そ
の
悲
し
み

を
乗
り
越
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
楽
し
か
っ
た

思
い
出
に
ひ
た
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
誰
も

が
経
験
す
る
「
大
切
な
人
と
の
別
れ
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
絵
本
で
す
。

分
娩
の
間
近
き
若
牛
床
替
ゆ
る
我
に
纏ま

つ

は
り
頻し

き

り
に
背
を

舐
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

庭
隅
に
ひ
と
際
高
く
虫
鳴
き
ぬ
暦
は
大
雪
寒
強
き
宵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

　
12
月
14
日
、「
長
島
フ
ェ
ス
タ
・

バ
レ
イ
シ
ョ
祭
り
」
が
長
島
町
文

化
ホ
ー
ル
・
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ

ー
体
育
館
お
よ
び
そ
の
周
辺
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し

は
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
産
業
・

福
祉
・
健
康
祭
り
に
併
せ
て
今
年

は
、
長
島
の
バ
レ
イ
シ
ョ
が
飛
躍

的
に
伸
び
て
い
る
こ
と
と
、
今
後

も
発
展
す
る
こ
と
を
祈
っ
て
、
バ

レ
イ
シ
ョ
祭
り
も
一
体
と
な
っ
て

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
文
化
ホ
ー
ル
で
は
、
和
太
鼓
演

奏
や
バ
レ
イ
シ
ョ
功
労
者
の
表

彰
、
東
海
大
学
農
学
部
の
片
野
學

教
授
に
よ
る
環
境
保
全
型
農
業
に

関
す
る
講
演
会
、
市
場
情
勢
報
告

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
体
育
館
内
で
は
、
バ
レ
イ
シ
ョ

を
使
っ
た
料
理
教
室
や
バ
レ
イ
シ

ョ
抽
選
会
、
農
産
物
品
評
会
に
出

品
さ
れ
た
特
産
品
の
展
示
の
ほ

か
、
健
康
体
操
体
験
や
健
康
チ
ェ

ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
来

場
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
よ
う
で

す
。

　
文
化
ホ
ー
ル
駐
車
場
に
は
、
新

鮮
な
野
菜
や
魚
介
類
な
ど
の
出
店

が
軒
を
連
ね
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
周

辺
で
は
、
棒
踊
り
や
餅
つ
き
大

会
、
木
の
家
の
棟
上
げ
・
も
ち
投

げ
な
ど
が
行
わ
れ
、
朝
か
ら
大
勢

の
親
子
連
れ
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

　
祭
り
の
最
後
に
は
お
楽
し
み
抽

選
会
も
あ
り
、
豪
華
農
業
用
機
械

や
大
型
液
晶
テ
レ
ビ
、
草
払
い
機

な
ど
が
当
た
る
た
び
に
、
会
場
は

歓
声
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

多彩な催し 終日賑わう

体づくりのために健康体操を体験

お楽しみ抽選会で液晶テレビが当たる 農業に役立つぼかし肥料づくり講習会 体育館に並んだ品評会の出品作物

木
の
家
が
入
札
に
か
け
ら
れ
た
後
、
も
ち
投
げ
が
行
わ
れ
た
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で
そ
の
介
護
に
当
た
っ
て
い
る

⑥
災
害
等

　

火
災
や
そ
の
他
災
害
の
復
旧
に

　

当
た
っ
て
い
る

⑦
そ
の
他

　

そ
の
他
町
長
が
保
育
に
欠
け
る

　

と
認
め
た
と
き

※
集
団
生
活
を
身
に
つ
け
る
、
他

　

の
子
に
手
が
か
か
る
等
は
、
入

　

所
申
請
の
理
由
に
な
り
ま
せ
ん
。

受
付
期
間

平
成
21
年
１
月
13
日
（
火
）
〜
30

日
（
金
）

※
募
集
期
間
を
過
ぎ
て
申
し
込
み

　

を
し
た
場
合
、
入
所
で
き
な
い

　

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
各
保
育
所
の
保
育
士
数
、
入
所

　

定
員
等
の
関
係
で
入
所
で
き
な

　

い
場
合
や
第
１
希
望
以
外
の
保

　

育
所
へ
の
入
所
と
な
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

入
所
定
員

川
床
保
育
園
45
人
・
ま
こ
と
保
育

園
60
人
・
東
保
育
園
90
人
・
平
尾

保
育
園
60
人
・
本
浦
保
育
園
45 

人
・
指
江
保
育
園
45
人
・
伊
唐
保

育
園
30
人

※
そ
の
他
町
外
の
保
育
所
に
つ
い

　

て
も
受
け
付
け
ま
す
。

提
出
書
類

①
保
育
所
入
所
申
込
書

②
家
庭
状
況
の
申
立
書

③
保
育
で
き
な
い
こ
と
を
証
明
す

　

る
も
の

　

・
就
労
証
明
書
（
就
労
者
）

　

・
母
子
手
帳
（
出
産
前
後
）

　

・
診
断
書
（
疾
病
・
介
護
等
）

④
保
育
料
算
定
に
必
要
な
書
類

　
　
（
両
親
分
が
必
要
）

Ⅰ
平
成
20
年
分
源
泉
徴
収
票
ま
た

　

は
確
定
申
告
の
写
し

Ⅱ
平
成
20
年
度
町
民
税
課
税
証
明

　

書
（
平
成
20
年
１
月
１
日
、
長

　
今
年
も
、町
県
民
税
（
住
民
税
）

の
申
告
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。

　
こ
の
申
告
は
、
平
成
20
年
１
月

１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
年
間

所
得
に
つ
い
て
申
告
し
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
。

　
申
告
の
際
に
は
、
収
入
や
経
費

を
証
明
す
る
書
類
が
必
要
で
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
準
備
方
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
申
告
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑

②
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
給
与
支
払

証
明
書
、
公
的
年
金
等
支
払
報
告

書※
大
工
、左
官
業
な
ど
で
給
与（
賃

金
）
の
支
払
証
明
書
が
な
い
人
は

仕
事
に
出
た
日
数
と
金
額
が
確
認

で
き
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

③
収
入
お
よ
び
必
要
経
費
を
証
明

す
る
書
類

※
出
荷
（
水
揚
げ
）
証
明
書
等
と

必
要
経
費
の
領
収
書
、
償
却
資
産

の
証
明
書
等

④
医
療
費
、
生
命
保
険
料
、
損
害

保
険
料
、
個
人
年
金
保
険
料
な
ど

の
証
明
書

⑤
身
体
障
害
者
手
帳
等

（
注
）
畜
産
業
で
肉
用
牛
の
申
告

を
さ
れ
る
人
は
、
別
途
申
告
日
程

表
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
各
公
民

館
で
の
申
告
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

　

申
告
に
つ
い
て
、
分
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

役
場
税
務
課　

町
県
民
税
係

℡
（
86
）
１
１
１
１

内
線
１
１
２
３

日　　　　　　　　時 場　　所 対象地域

青色決算説明会 １月 26 日（月）　午後１時 30 分～ 阿久根市民会館 長島町
阿久根市

年金所得者説明会 ２月２日（月）　午前 10 時～　午後１時 30 分～　の２回 長島町開発総合センター
３階大会議室 長島町

確定申告 ２月 16 日（月）～３月 16 日（月） 出水税務署 全市町

確定申告受付 ２月 20 日（金）～３月２日（月）
昨年同様に対象地区ごとに受付（後日一覧表を配布）

長島町開発総合センター
１階大ホール 旧東町

確定申告受付 ２月 20 日（金）～３月２日（月） 指江庁舎
２階大会議室 旧長島町

住民税申告 ２月３日（火）～２月 13 日（金）（後日一覧表を配布） 各公民館 長島町

町
県
民
税
の
申
告

2
月
3
日
（
火
）
か
ら
13
日
（
金
）
ま
で

確定申告会場は出水税務署仮庁舎です
　出水税務署は庁舎耐震工事のため、仮庁舎（Ｎ
ＴＴ出水ビル）で業務を行っています。
　確定申告は仮庁舎へお越しください。ご迷惑
をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いし
ます。

■仮庁舎所在地
　出水市昭和町 43 番 24 号

◎問い合わせ先
出水税務署総務課　℡ (62)0200

保
育
所
へ
の
入
所
児
童
を
募
集

　

平
成
21
年
度
の
保
育
所
入
所
児
童
を
募
集
し
ま
す
。
入
所
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
入
所
申
込
書
の
提
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
受
付
期
間
内
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
保
育
所
に
入
所
し
て
い
る
児
童
に
つ
い
て
も
、
再
度
申
し
込
み
が
必
要
に
な
り
ま
す
（
現
在
入
所
さ
れ
て
い
る
児

童
に
つ
い
て
は
、
保
育
所
を
通
し
て
申
込
書
を
配
布
し
ま
す
）。

入
所
対
象
児
童

　

保
育
所
に
入
所
で
き
る
対
象
児

童
は
、
長
島
町
内
に
住
所
が
あ
り
、

両
親
お
よ
び
同
居
の
家
族
全
員
が

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
家
庭

で
保
育
が
で
き
な
い
０
歳
か
ら
小

学
校
入
学
前
の
児
童
で
す
。

①
家
庭
外
労
働

　

居
宅
外
で
勤
務
し
て
い
る

②
居
宅
内
で
家
事
以
外
の
仕
事
に

　

つ
い
て
い
る

③
母
親
が
出
産
の
前
後
で
あ
る

　
　
（
前
後
２
カ
月
）

④
疾
病
・
障
害
等

　

疾
病
等
に
よ
る
入
院
・
通
院
、

　

ま
た
は
障
害
を
有
し
て
い
る

⑤
親
族
等
の
介
護

　

長
期
に
わ
た
る
病
気
・
障
害
等

平
成
21
年
度
の

　

島
町
外
に
居
住
し
た
人
）

※
児
童
が
祖
父
母
等
の
扶
養
に

　

入
っ
て
い
る
場
合
は
祖
父
母
等

　

の
Ⅰ
、
Ⅱ
も
必
要

◎
申
込
書
配
布
場
所
・
提
出
先

役
場
町
民
福
祉
課
・
総
合
管
理
課

℡
（
86
）
１
１
１
１

内
線
１
１
１
２
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町
長
動
静　

12
月

４
日　

上
り
浜
橋
開
通
式
（
汐
見
）

　
　
　

県
知
事
陳
情
（
県
庁
）

５
日　

長
島
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
定
例
会
（
町
内
）

６
日　

鹿
児
島
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
研
究
委
嘱
公
開（

町
文
化
ホ
ー
ル
）

８
日　

入
札
会
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

介
護
保
険
計
画
策
定
委
員
会
（
長
島
町
役
場
）

10
日　

長
島
物
産
館
（
仮
称
）
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
会

（
長
島
町
役
場
）

12
‐
22
日　

町
議
会
定
例
会
（
長
島
町
役
場
）

13
日　

染
川
杯
争
奪
中
学
生
サ
ッ
カ
ー
大
会

（
川
床
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
動
場
）

14
日　

長
島
フ
ェ
ス
タ
・
バ
レ
イ
シ
ョ
祭
り（

町
文
化
ホ
ー
ル
周
辺
）

17
日　

子
宝
祝
い
金
交
付
式
（
長
島
町
役
場
）

18
日　

県
土
地
改
良
団
体
連
合
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

20
‐
21
日　

離
島
振
興
関
係
国
家
予
算
獲
得
運
動
（
東
京
都
）

22
日　

入
札
会
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

24
日　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
議
会
（
阿
久
根
市
）

25
日　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
（
出
水
市
）

26
日　

仕
事
納
め
式
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

30
日　

年
末
警
戒
消
防
団
激
励
（
町
内
）

31
日　

山
坂
汽
船
航
路
廃
止
式
（
伊
唐
）

振
り
込
め
詐
欺
に
注
意

　

定
額
給
付
金
事
業
を
め
ぐ
っ
て

は
、
還
付
金
詐
欺
等
各
種
犯
罪
の

発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

他
県
に
お
い
て
、

○
役
所
職
員
を
名
乗
り
「
定
額
給

付
金
の
給
付
に
必
要
で
あ
る
の

で
、
家
族
構
成
や
名
前
、
口
座
番

号
を
教
え
て
も
ら
い
た
い
」
と
、

個
人
情
報
の
提
供
を
求
め
る
。

○
役
所
職
員
を
名
乗
り
「
定
額
給

付
金
に
関
す
る
通
知
を
送
っ
た
が

届
い
て
い
る
か
。
届
い
て
い
な

い
の
で
あ
れ
ば
電
話
が
ほ
し
い
」

と
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
へ
の
電
話

を
求
め
る
。

○
役
所
職
員
を
名
乗
り
、「
定
額

給
付
金
の
給
付
の
た
め
の
手
続
き

が
混
み
合
っ
て
い
る
の
で
、
通
帳

を
持
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
ま
で
行
き
、
電

話
を
し
て
ほ
し
い
」
と
、
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
の
電
話
番
号
を
伝
え
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
お
び
き
出
そ
う
と
す

る
。

な
ど
、
定
額
給
付
金
の
給
付
を
か

た
っ
た
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
と

い
う
相
談
が
、
警
察
署
な
ど
に
あ

り
ま
し
た
。

　

今
後
、
全
国
的
に
発
生
が
広
が

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
阿
久
根
警
察

　

署
生
活
安
全
刑
事
課　

℡
（
73
）

　

０
１
１
０　

内
線
２
６
２

確
定
申
告
無
料
相
談

　

南
九
州
税
理
士
会
出
水
支
部
で

は
、
確
定
申
告
に
関
す
る
無
料
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

期
日
＝
２
月
２
日
（
月
）
～
２
月

　

20
日
（
金
）

　

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
く

場
所
＝
本
支
部
の
各
会
員
事
務
所

内
容
＝
個
人
の
所
得
税
、
消
費
税

　

に
関
す
る
相
談

報
酬
＝
申
告
に
関
す
る
相
談
（
30

　

分
程
度
）
は
無
料
で
す
。
た
だ

　

し
、
具
体
的
に
申
告
書
の
作
成

　

を
依
頼
す
る
場
合
は
、
有
料
に

　

な
り
ま
す
。

予
約
＝
必
ず
各
事
務
所
に
電
話
な

　

ど
で
相
談
日
時
を
予
約
し
て
く

　

だ
さ
い
。

※
税
理
士
に
は
、
職
務
上
知
り
え

た
秘
密
を
守
る
義
務
が
課
せ
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
資
格
の
な

い
人
が
税
務
相
談
を
す
る
こ
と

は
、
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
は

11
月
11
日
、
新
型
救
急
車
を

東
分
遣
所
に
配
置
し
ま
し

た
。

　

新
型
救
急
車
は
、
４
Ｗ
Ｄ

で
以
前
の
救
急
車
に
比
べ
患

者
室
が
広
く
、
活
動
ス
ペ
ー

ス
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
患
者
観
察
用
資
機
材
も

充
実
し
、
将
来
、
高
規
格
車

と
し
て
運
用
で
き
る
よ
う
資

機
材
の
追
加
を
考
え
た
設
計

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

サ
イ
レ
ン
は
、
夜
間
の
救

　

12
月
13
日
、
長
島
町
消
防

団
獅
子
島
分
団
湯
ノ
口
班
の

消
防
自
動
車
が
更
新
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
車
両
は
、
全
自
動
式

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
軽
消
防

自
動
車
で
、
軽
自
動
車
に
小

型
動
力
ポ
ン
プ
を
積
載
し
、

電
動
油
圧
昇
降
装
置
で
簡
単

に
積
み
下
ろ
し
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
使
用
さ
れ
て
い

た
消
防
自
動
車
は
、
平
成
４

年
に
火
災
保
険
号
と
し
て
寄

贈
さ
れ
た
車
両
で
、
配
備
後

16
年
が
経
過
し
老
朽
が
著
し

か
っ
た
た
め
更
新
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
更
新
は
、
特
定
離

島
ふ
る
さ
と
お
こ
し
推
進
事

業
（
消
防
施
設
整
備
）
の
補

助
を
受
け
て
い
ま
す
。

急
出
動
時
な
ど
の
騒
音
を
防

ぐ
た
め
、
ソ
フ
ト
で
う
る
さ

く
な
い
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
サ
ウ

ン
ド
、
フ
ェ
イ
ド
イ
ン
フ
ェ

イ
ド
ア
ウ
ト
機
能
を
搭
載
し

た
機
材
を
採
用
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
９
年
７
月
か
ら
11
年

４
カ
月
に
わ
た
り
使
用
さ

れ
、
15
万
８
３
１
㌔
㍍
走
行

し
た
旧
車
両
は
、
今
後
は
予

備
車
と
し
て
活
用
さ
れ
ま

す
。

東分遣所に新型救急車配置
　an ambulance

湯ノ口班の消防自動車更新
　a fire engine

a 
fir

e 
fig

ht
er

a 
re

sc
ue

 sq
ua

d
a fire station

a fire brigade

最新の設備を備えた救急車を導入

火災現場などで活躍が期待される消防自動車
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380

379

47

47

47

389

389

16

波戸汽船

最後の運航で、幣串の住民から乗組
員に花束が贈られる

見送りに訪れた幣串の住民に、手を
振って別れを告げる山坂重信社長

　

私
は
、
平
成
５
年
の
『
ニ
ュ
ー
し
ん
せ
い
あ

づ
ま
』
の
進
水
と
と
も
に
こ
の
仕
事
に
就
き
ま

し
た
。
長
島
高
校
の
廃
校
な
ど
で
利
用
者
が
減

少
し
、
い
つ
か
は
航
路
再
編
さ
れ
る
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
長
島
高
校
へ
通
学
す
る
の
に
親
子

２
代
で
利
用
し
て
も
ら
っ
た
人
も
い
ま
す
。
獅

子
島
に
橋
が
架
か
る
ま
で
は
続
け
た
か
っ
た
の

で
、
島
民
に
対
し
て
申
し
訳
な
い
で
す
。
今
後

は
、こ
の
機
会
を
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。
長
い
間
利
用
し
て
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ニューしんせいあづま
船長　山坂 直喜さん

　

終
戦
後
、
何
が
何
だ
か
分
か
ら
な
い
ま
ま
獅

子
島
へ
移
り
住
み
、
夫
の
父
親
か
ら
は
し
け
や

郵
便
物
運
搬
な
ど
の
仕
事
を
引
き
継
ぎ
ま
し

た
。
は
じ
め
は
舟
を
こ
げ
ず
、
お
客
さ
ん
に
こ

い
で
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
は
し
け
に
乗
せ
た

子
牛
と
い
っ
し
ょ
に
海
に
落
ち
た
こ
と
が
一
番

の
思
い
出
で
す
。
こ
こ
ま
で
頑
張
れ
た
の
は
、

お
客
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
こ
こ
に
住
め
た
こ

と
を
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
や
り
た
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。

ブ
ラ
ブ
ラ
と
し
て
い
る
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

航路の仕事を勇退した
池田 君枝さん

航路廃止となった
『ニューしんせいあづま』

　三和商船（株）のフェリー『第二天長丸』は、２
月２日から７日までの６日間、船舶検査のため全便
運休します。
　大変ご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力を
お願いします。

蔵之元－牛深航路　全便運休
期間 : 平成 21 年２月２日（月）～７日（土）

◎問い合わせ先
　三和商船株式会社本社　℡ 0969(73)2103
　蔵之元港　℡ (88)5689

上り 下り
御所ノ浦 ６：２９発 諸浦 １７：０２発

片側
６：３９着

幣串
１７：１４着

６：４２発 １７：１７発

諸浦
６：５２着

諸浦
１７：２９着

６：５５発 １７：３１発

幣串
７：０７着

片側
１７：４１着

７：１１発 １７：４３発
諸浦 ７：２３着 御所ノ浦 １７：５３着

時刻表
区間 料金

御所ノ浦⇔片側 ３３０円

御所ノ浦⇔諸浦 ４３０円

御所ノ浦⇔幣串 ５５０円

片側⇔諸浦 ３００円

片側⇔幣串 ４５０円

諸浦⇔幣串 ４００円

料金表
●すずかぜ２　運航表

幣串－水俣の定期船『ししじま』

諸浦－片側－中田を結ぶフェリー『ロザリオ』

御所ノ浦－片側－諸浦－幣串の諸浦－幣串間に
新規就航した『すずかぜ２』

蔵之元－牛深を往復するフェリー『第二天長丸』

進
む
航
路
再
編

　

昨
年
末
を
も
っ
て
（
有
）
山
坂

汽
船
の
定
期
航
路
が
廃
止
さ
れ
、

新
年
か
ら
（
有
）
波
戸
汽
船
の
定

期
航
路
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

四
方
を
海
に
囲
ま
れ
、
船
舶
が

重
要
な
交
通
手
段
と
な
っ
て
い
る

本
町
。
こ
れ
ま
で
利
用
客
の
減
少

や
燃
料
高
騰
な
ど
の
影
響
を
受

け
、
す
べ
て
の
航
路
で
便
数
変
更

や
料
金
値
上
げ
な
ど
の
経
営
見
直

し
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
12
月
31
日
、

伊
唐
‐
宮
ノ
浦
‐
幣
串
間
を
運
航

し
て
き
た
山
坂
汽
船
の
『
ニ
ュ
ー

し
ん
せ
い
あ
づ
ま
』
が
廃
止
さ

れ
、
１
月
１
日
か
ら
、
御
所
ノ
浦

‐
片
側
‐
諸
浦
を
運
行
し
て
い
た

波
戸
汽
船
の
『
す
ず
か
ぜ
２
』
が
、

諸
浦
‐
幣
串
に
新
規
就
航
し
ま
し

た
。

　

山
坂
汽
船
が
昭
和
39
年
か
ら
伊
唐
‐
宮
ノ
浦
‐

幣
串
を
新
生
丸
、
り
ゅ
う
ぐ
う
丸
、
ニ
ュ
ー
し
ん

せ
い
あ
づ
ま
と
乗
り
継
い
で
運
行
し
て
き
た
航
路

は
、
44
年
（
運
休
期
間
を
含
む
）
の
歴
史
に
幕
を

お
ろ
し
ま
し
た
。

伊
唐
‐
宮
ノ
浦
‐
幣
串
航
路
に
幕

　

片
側
港
で
定
期
航
路
の
切
符
売
り
や
は
し
け
役

と
し
て
活
躍
さ
れ
た
池
田
君
枝
さ
ん
が
11
月
31

日
、
勇
退
さ
れ
ま
し
た
。

　

静
岡
県
出
身
の
池
田
さ
ん
は
、
終
戦
後
、
夫
の

実
家
で
あ
る
獅
子
島
へ
移
住
し
、
獅
子
島
‐
諸
浦

‐
米
ノ
津
や
諸
浦
‐
獅
子
島
‐
天
草
を
結
ぶ
航
路

の
仕
事
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。
同
居
す
る
娘
夫
婦

の
提
案
を
受
け
、
50
年
以
上
続
け
て
き
た
仕
事
か

ら
の
「
勇
退
を
」
決
意
し
ま
し
た
。
島
民
か
ら
惜

し
ま
れ
な
が
ら
の
勇
退
で
し
た
。

池
田
さ
ん 
惜
し
ま
れ
な
が
ら
勇
退
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まちの話題My Town Topics
地域の行事や身近な話題、耳よりな情報をお待ちしています。

↑本公開には、出水地
区内から多くのＰＴ
Ａ、教育関係者が出席

←オープニングで汐見
小の児童たちが「樽太
鼓」を披露

ポーツの普及振興に尽力ス 山口さんに文部科学大臣表彰 道の急カーブを解消
上り浜橋竣工開通式

　平尾中南の山口忠さんが体育指導委員功労
者として文部科学大臣表彰を受け、12 月９日、
指江庁舎町長室で表彰状の伝達式がありまし
た。
　山口さんは、昭和 45 年に体育指導委員に就
任し、平成 18 年までの 35 年間、スポーツの
普及振興に努めてこられました。この間、同副
委員長を 5 年、委員長を 27 年間歴任され、現
在も町体育協会長や長島陸上クラブ代表として
活躍されています。
　表彰状を受け取った山口さんは「感激してい
ます。町民の健康を願って取り組んできました。
今後も、スポーツの素晴らしさを子どもたちに
伝えていきたいです」と話していました。

　汐見の上り浜地区に架かる「上り浜橋」が
完成し、12 月４日、竣工開通式が開かれま
した。
　式には約 100 人が出席し、県や町、地元
関係者らが玉串を捧げて安全を祈願。川添健
町長が「交通量が多いこの道路が、迅速かつ
安全に通行できるようになります」とあいさ
つして、テープカットやパレードで開通を祝
いました。
　上り浜地区は「新かごしま百景」に選定さ
れ、観光ルートの一つでもありますが、急カー
ブ箇所が残され、車両事故が発生するなど危
険な状態でした。このため、長さ 160 ㍍の
橋梁を架けて急カーブ区間を解消し、通行車
両の安全向上、利便性の確保が図られました。↑橋の開通を祝いテープカットする県、町、地元関係者↑町長から表彰状を伝達された山口さん（中央）

国

域性を生かした活動を発表
県ＰＴＡ活動研究委嘱公開

いやりとは何かを追求思 長島中が福祉体験学習

地

↑正月用の門松づくり
を手伝い、記念撮影

←おやつの時間に飲み
物を配り、入所者とふ
れあう生徒たち

　12 月６日、文化ホールで「平成 20 年度鹿
児島県ＰＴＡ活動研究委嘱公開」が開催され、
出水地区内から約 460 人のＰＴＡ会員と教
育関係者が参加しました。
　オープニングで汐見小学校全校児童が「汐
見樽太鼓」を披露し、『ふるさと長島を愛し、
心豊かでたくましい子どもの育成』をテーマ
に城川内小・蔵之元小・長島中の各ＰＴＡが
研究発表しました。発表後には、町外の参加
者から「各校区の地域性を生かしたＰＴＡ活
動が活発で、驚いた。参考にしたい」などの
意見が出されました。
　このほか、『笑顔はパワーのみなもと』と
題したバーバラ植村さんによる講演があり、

「笑顔で生活すれば、心が豊かになる」「笑顔
で前向きでいれば、自分の周囲に素晴らしい
人たちが集まる」など、多くの参加者が感銘
を受けました。
　本公開を契機に、町内のＰＴＡ活動や家庭
教育がさらに充実・発展することが期待され
ます。

　高齢者との関わりを通して、本当の思いや
りとは何かを追求し、自分の考えや行動を発
展させようと 12 月 18 日・19 日の２日間、
長島中学校１年生が町内３つの高齢者福祉施
設で福祉体験学習を実施しました。
　養護老人ホーム長生園を訪問した 13 人の
生徒たちは、「かさじぞう」の劇を長島弁で
ユニークに披露して入所者の笑顔を誘い、手
をとり、車椅子を押してふれあいを体験。窓
ふきや門松づくりなどの作業も手伝い、思い
やりの心を学んでいました。
　入所者とたえず笑顔で接していた大西悠さ
んは「車椅子を押すとき、ほかの人とぶつか
らないように気をつけました。お年寄りの人
たちは接しやすくて、とても楽しかったです」
と話していました。
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Nice Sm
ile

（　）内は前月比

Interview

獅子島架橋はみんなの願い
インタビュー

No.

人　口　  11,909(    -3)
男　性　　5,730( ±０)
女　性　　6,179(    -3)
世　帯　　4,412(   +5)

平成 20 年 12 月 31 日現在

熊本市在住（片側出身）

藤川裕太さん (20)

◇
帰
省
し
て
思
う
こ
と
は

　

長
島
高
校
在
学
中
は
フ
ェ
リ
ー
で

通
学
し
て
い
た
の
で
、
放
課
後
は
時

間
が
少
な
く
、
部
活
動
は
途
中
ま
で

し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

現
在
は
、
熊
本
市
内
に
住
ん
で
学

校
に
通
っ
て
い
ま
す
。
獅
子
島
へ
は

一
年
に
３
回
く
ら
い
帰
省
し
て
い
ま

す
。
熊
本
市
か
ら
水
俣
市
ま
で
新
幹

線
、
水
俣
港
か
ら
幣
串
港
ま
で
船
を

利
用
し
て
い
ま
す
。
船
の
時
間
に
束

縛
さ
れ
、
自
由
に
帰
っ
て
こ
れ
な
い

の
が
現
状
で
す
。

　

獅
子
島
の
魅
力
は
フ
ェ
リ
ー
に
乗

れ
る
こ
と
で
あ
り
、
架
橋
が
実
現
す

れ
ば
悪
人
が
出
入
り
し
た
り
す
る
不

安
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
獅
子
島

住
民
家
族
は
気
軽
に
島
外
へ
外
出
で

き
、
交
通
費
も
少
な
く
て
済
む
の

で
、
便
利
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
３
月
に
長
島
町
ふ

る
さ
と
景
観
条
例
が
施
行
さ

れ
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
主
に
長
島

を
一
周
す
る
国
道
、
県
道
沿
い

を
花
で
つ
な
ぐ
「
ぐ
る
っ
と
一

周
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
事
業
」
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業

は
、
花
と
石

積
み
を
組
み

合
わ
せ
、
自

然
に
優
し
い

景
観
づ
く
り

を
進
め
る
も

の
で
す
。
そ

の
一
つ
と
し

て
花
壇
の
増

設
を
図
り
、

こ
の
一
年
で

約
30
の
花
壇

が
新
設
さ
れ

ま
し
た
。
既

存
の
花
壇
と

あ
わ
せ
る
と

50
カ
所
以
上

の
花
壇
が
事

業
所
、
各
種

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
着
々
と

団
体
お
よ
び
個
人
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
よ
り
管
理
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
、
沿
道
の
ガ
ー
ド

パ
イ
プ
下
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
下

な
ど
に
も
フ
ク
ロ
ナ
デ
シ
コ
な

ど
を
植
栽
し
、
町
花
で
あ
る
す

い
せ
ん
も
長
島
一
周
約
36
㌔
の

大
半
に
植
栽
が
終
わ
っ
て
い
ま

す
。
も
う
す
ぐ
可
憐
な
す
い
せ

ん
の
花
が
咲
き
誇
り
、
春
先
に

は
花
壇
や
沿
道
の
草
花
が
長
島

中
を
彩
り
、
通
行
人
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

　

こ
の
事
業
は
、
す
べ
て
住
民

の
皆
さ
ん
の
協
力
で
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
長
島
一
周

を
花
で
つ
な
い
で
い
く
た
め
に

は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
が
必
要
不
可
欠
で

す
。
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
こ

の
事
業
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

島へ帰省も時間に束縛

■訂正とお詫び
　広報ながしま 12 月号に次
のとおり誤りがありました。
○ 13 ページの長島文芸

（誤）嵯峨野里
さと

庵
いおり

の塩の通
あ け び

草
かな　　　　　　笹元　政美

（正）嵯峨野里
さと

庵
いおり

の垣の通
あ け び

草
かな　　　　　　笹元　政美
○ 14 ページの長島町壮年ミ
ニバレー大会男子の部

（誤）【２位】蔵中
（正）【２位】浜漉
○ 18 ページのわがまちの景
観づくり

（誤）18 号　（有）藤川建設
（正）18 号　（有）藤川産業
　訂正して深くお詫び申し上
げます。

◆
編
集
後
記

▽
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
本
年
も
広
報
な
が
し
ま

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▽
元
旦
は
早
起
き
し
て
初
日
の
出

を
撮
り
に
出
か
け
よ
う
と
し
ま
し

た
が
、
あ
い
に
く
雷
に
見
舞
わ

れ
、
断
念
し
ま
し
た
。
２
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さ
い
。
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２月５日（木）　長島町文化ホール　午後６時 30 分開演
入　場　料　＝指定Ｓ席 4,000 円・自由席（一般）2,800 円・自由席（中学生以下）1,800 円
前売券販売所＝長島町文化ホール（指江）・インパルス諏訪（鷹巣）・Ｒショップかわみなみ（川床）
　　　　　　　竹本商店（川床）・ブックセンター書林（阿久根）・富浜書店（脇本）・諏訪書店（出水）
　　　　　　　ファミリーマート [ チケットぴあ Ｐコード 391-289]（全国）
問い合わせ先＝長島町文化ホール　℡（88）6500



日 月 火 水 木 金 土

２００９

お知らせカレンダー
広報ながしま２月

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。【○休日当番医、□休日当番薬局、●夜間当番医、■小児科夜間当番医（●・■は 19時～ 22時）】

１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４

１ ６ ７

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８

２ ３ ４ ５
☆獅子島一周ウォーク

○平尾診療所 88-2595
○福留歯科医院 62-0978

□高尾野会営薬局 64-2110

□ポポロ薬局 63-4630

□会営薬局阿久根店 72-5060

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

◎歯周疾患検診
◎ＭＲ
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

●高尾野医療センター 82-0017

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
（浦底・川床・山門野）
■資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

☆劇団四季ミュージカル
（町文化ホール）

◎母子相談
（保健センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ
（浦底・川床・山門野）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）
●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）
■天ぷら油
（浦底・川床・山門野）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■二宮医院 62-0167

○飯尾医院 88-5040
○久木田歯科医院 73-0470

□第二緑調剤薬局 63-1177

□脇本調剤薬局 75-2215

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■二宮医院 62-0167

◎歯周疾患検診
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

●北国医院 72-0016

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●楠元内科医院 62-8600

●高尾野医療センター 82-0017

　　　　建国記念の日

○鷹巣診療所 86-0054
○村岡歯科医院 62-0601

□マリン薬局 63-6678

□緑調剤薬局阿久根店 72-3388

□長島調剤薬局 64-5555

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎心配ごと相談
（保健福祉センター）

（長生園）
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

○長島クリニック88-6405
○はしぐち歯科クリニック 62-8241

□ふれあい薬局 63-3070

□すくすく薬局 72-5010

□しおかぜ薬局 88-6011

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

◎歯周疾患検診
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
（浦底・川床・山門野）
■資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●高尾野医療センター 82-0017

◎３歳歯科検診
◎ 3.6 歳児健診

（保健センター）
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ
（浦底・川床・山門野）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）
■天ぷら油
（浦底・川床・山門野）

●阿久根市民病院 73-1331

●高尾野病院 82-3113

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■キッズクリニック 63-7707

☆トライジョギング大会

○平尾診療所 88-2595
○石沢歯科医院 84-4411

□タカラ調剤薬局 62-8813

□市民調剤薬局 68-0150

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■キッズクリニック 63-7707

◎歯周疾患検診
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎ 1.6 歳児健診
◎２・2.6 歳児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）
■びん・有害　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

●吉田耳鼻咽喉科医院 62-0170

●高尾野医療センター 82-0017

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■こどもクリニック永松 64-1500

●２月 11日は建国記念の日です。
　建国記念の日は「建国をしのび、国を愛する心を養う」ことを趣旨としています。
　この日は記紀によると紀元前 660 年、神武天皇が即位したとされている日です。

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。
祝日には、国旗を掲げましょう！

◎ＢＣＧ
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611


